
1995年 出土の木簡
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兵
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１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
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崎
郡
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高
町
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２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
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年
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７
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六
月

一
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一
九
九
二
年

一
二
月
―

一
九
九
六
年
五
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３
　
発
掘
機
関
　
　
日
高
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
加
賀
見
省

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

（国
府
跡
か
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
九
世
紀
１

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

祢
布
ガ
森
遺
跡
は
、
兵
庫
県
北
部
を
北
流
す
る
円
山
川
中
流
域
左
岸
、
標
高

約
三
〇
ｍ
の
小
扇
状
地
先
端
部

に
位
置
し
て
い
る
。
遺
跡
は
、

東
西
二
五
〇
ｍ
、
南
北
三
〇
〇

ｍ
以
上
の
範
囲
に
及
ぶ
と
考
え

ら
れ
、
今
回
の
調
査
地
点
は
そ

の
中
心
付
近
に
あ
た
る
。
遺
跡

石

の
存
在
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て

出

ぉ
り
、
従
来
の
調
査
結
果
よ
り

九
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
に
か
け

て
の
官
衛
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

今
回
調
査
を
行
な
っ
た
地
点
の
東
方
、
約
三
〇
〇
ｍ
に
は
但
馬
国
分
僧
寺
跡

が
存
在
す
る
ほ
か
、
国
府
関
連
と
考
え
ら
れ
る
木
簡
の
出
土
し
た
深
田
遺
跡
を

初
め
、
同
時
代
の
遺
跡
が
周
辺
部
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。

一　
第

一
九
次
調
査

祢
布
ガ
森
遺
跡
第

一
九
次
調
査
は
、
民
間
の
開
発
事
業
に
先
立
ち
、
約
五
〇

〇
ポ
を
対
象
に
行
な
っ
た
。
調
査
区
の
中
央
部
か
ら
西
側
に
か
け
て
三
本
の
南

北
に
走
る
溝
を
検
出
、
東
端
の
溝
と
中
央
の
溝
と
の
間
に
は
、
門
と
考
え
ら
れ

る

一
間
×
二
間
の
掘
立
柱
建
物
を
確
認
、
こ
の
両
溝
の
間
が
築
地
で
あ
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
調
査
区
の
東
半
で
は
こ
の
築
地
に
平
行
し
て
三
間
×
九
間

（以
上
）
の
南
北
棟
の
掘
立
柱
建
物
を
検
出
し
た
。
柱
穴
内
に
は
柱
根
の
残
る

も
の
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
直
径
三
五
伽
前
後
で
あ
る
。

遺
物
は
、
柱
穴
や
溝
の
埋
土
か
ら
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
で
約

一
〇
箱
が
出
土
し

て
い
る
。
特
記
す
べ
き
も
の
で
は
、
門
と
考
え
ら
れ
る
建
物
の
柱
穴
内
か
ら
、

顔
部
だ
け
の
人
形
に
表
裏
と
も
墨
で
顔
を
描
い
た
も
の
が

一
点
出
上
し
て
い
る
。

木
簡
は
、
南
北
棟
の
掘
立
柱
建
物
の
別
々
の
柱
穴
内
か
ら
三
点
が
出
土
し
た
。

一
一　
第
二
〇
次
調
査

調
査
地
は
、
第

一
九
次
調
査
地
点
の
北
北
西
約
五
〇
ｍ
の
地
点
で
、
民
間
の

開
発
事
業
に
伴
う
調
査
で
あ
る
。
調
査
は
、
約
七
〇
〇
♂
を
対
象
に
行
な
い
、

九
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
に
か
け
て
の
南
北
溝
と
、
東
西
溝
、
そ
し
て
東
西
溝
を

埋
め
て
建
て
た
南
面
に
廂
を
も
つ
掘
立
柱
建
物
な
ど
を
検
出
し
た
。



遺
物
は
、
白
磁
、
青
磁
の
他
、
三
彩
、
緑
釉
陶
器
、
灰
釉
陶
器
、
土
器
類
が

出
土
し
て
い
る
。
土
器
の
中
に
は

「福
」
と
墨
書
し
た
須
恵
器
や
、
「
下
野
」

と
陰
刻
し
た
あ
と
施
釉
し
た
緑
釉
陶
器
も
含
ま
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
建
物
跡
付
近
か
ら

一
点
出
土
し
て
お
り
、
掘
立
柱
建
物
の
柱
穴
か
、

東
西
溝
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
九
次
調
査

ω
　
。
「朝
来
郡

。
「
死
逃
帳

。
「
天
長
□
□

（右
側
面
）

Ｌ

□

□

三
年

（左
側
面
）
　

　

　

（題
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軸
）
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染
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一公

《

公
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′

主

②
　
。
「
二
方
郡
浩
田
結
解

〔
四
ヵ
〕

。
「
天
長
□
□

③
　
。
「
田
公
税
帳

。
「承
和
三
年

い
ず
れ
も
題
箋
軸
で
軸
部
は
欠
損
し
て
い
る
。

ω
は
但
馬
国
の
南
端
に
位
置
す
る
朝
来
郡
の
死
逃
帳
で
、
死
逃
帳
は

「死
亡

帳
」
と

「逃
亡
帳
」
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
両
側
面
に
は

「天
長
□

（題
鎖
軸
）
　

　

（『９
×
沸
×
『

駅
〕

（題
鎖
軸
）
　

　

（卜ｅ
×
誤
×
い

ａ
ｐ
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1995年出上の木簡

□
」
「□
□
三
年
」
（天
長
三
年
＝
人
一
一上Ｃ

と
紀
年
が
見
ら
れ
る
。

②
は
但
馬
国
の
北
西
部
に
位
置
す
る
三
方
郡
の
も
の
で
、
裏
面
に
天
長
四
年

と
思
わ
れ
る
紀
年
が
見
え
る
。
浩
田
は
剰
田
を
農
民
に
貸
し
つ
け
る
賃
租
の
こ

と
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

①
田
公
は
二
方
郡
に
あ
る
郷
名
。
承
和
二
年

（仝
一五
）
の
田
公
郷
の
正
税

出
挙
帳
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
一一百
〔の
木
簡
に
記
載
さ
れ
た

「朝
来
郡
」
コ
一方
郡
」
「
田
公
」
は
、

い
ず
れ
も
但
馬
国
内
の
地
名
で
あ
る
が
、
祢
布
ガ
森
遺
跡
の
所
在
す
る
気
多
郡

以
外
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
帳
簿
は
各
郡
で
取
り
ま
と
め
ら
れ

祢
布
ガ
森
遺
跡
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
木
簡
は
、
柱
根
の
抜
き
取
り
作
業
中
に
掘
形
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
が
、

柱
穴
内
へ
の
木
簡
の
廃
棄
が
意
識
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
明
確
に

で
き
な
か
っ
た
。
今
後
柱
穴
の
調
査
方
法
に
検
討
を
要
す
る
。

一
一　
第
二
〇
次
調
査

ω
　
。
「
養
父
郡

買
田
券

名

寛
平
九
年
　
　
　
　
　
　
（題
鎖
軸
）
　

　

　

（ｅ

益
契
伽
墓

こ
れ
も
題
箋
軸
で
軸
部
は
欠
損
し
て
い
る
。

養
父
郡
は
、
祢
布
ガ
森
遺
跡
の
所
在
す
る
気
多
那
の
南
に
隣
接
す
る
郡
で
あ

る
。
寛
平
九
年

（八
九
七
）
の
紀
年
を
も
つ
。
第

一
九
次
調
査
で
出
上
し
た
木

ｍ
ｌｌｌｌ
ｌｌｌｌ
ｌ‐――
‐‐――
‐‐――
‐‐――
‐‐ｌｉ
‐‐―――
‐‐―――
‐―‐‐‐
側
Ｈ
‐‐
Ｈ
　
側

簡
と
合
わ
せ
、
い
ず
れ
も
題
鎖
軸
で
あ
り
、
そ
の
記
載
内
容
か
ら
但
馬
の
各
郡

で
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
祢
布
ガ
森
遺
跡
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

但
馬
国
府
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
後
紀
』
廷
暦
二
三
年
正
月
壬
寅
条
に
よ
っ

て
但
馬
国
治

（国
府
）
を
気
多
郡
高
田
郷
に
移
転
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
二
次
に
わ
た
る
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
や
検
出
し
た
遺
構
か
ら
、
祢

布
ガ
森
遺
跡
が
廷
暦
二
三
年
に
移
転
し
た
但
馬
国
府
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
但
馬
国
府
推
定
地
と
さ
れ
て
き
た
深
田
遺
跡
と
の
関

係
が
今
後
課
題
と
な
ろ
う
。

木
簡
の
釈
読
、
解
釈
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
の

方
々
に
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（加
賀
見
省
一
）
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